
（　）広 報 や わ た 第   号市政ニュース令和　年（　　年）　月 2726６ 12024

　

約
６
万
９
千
人
の
市
民
の
代
表

と
し
て
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
力
不
足
の
私
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
公
約

の
実
現
に
向
け
て
全
身
全
霊
で
職

務
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は「
皆
さ
ま
と
と
も
に『
今
、

八
幡
だ
か
ら
で
き
る
』
成
長
を
掴

み
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
近
畿
の
真
ん
中
と
い
う
地

の
利
を
生
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
八
幡

の
発
展
と
と
も
に
「
全
て
の
世
代

が
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
八

幡
」
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
く
こ
と
を
お
誓
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
健
康
寿
命
の
延
伸

　

や
わ
た
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
構
想
及
び
そ
の
計
画

に
基
づ
き
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
健
康
づ
く
り
習
慣

の
促
進
や
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
な
ど
、
着
実

に
そ
の
歩
み
を
進
め
ま
す
。

■
持
続
可
能
な

　
公
共
交
通
の
充
実

　

八
幡
市
に
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
ま
ち
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
高
齢
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
全
て
の
世
代
が
移
動

し
や
す
い
持
続
可
能
な
公
共
交

通
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
防
災
・
安
心
安
全
の

　
ま
ち
づ
く
り

　

国
や
京
都
府
と
連
携
し
て
内

水
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
自
治
会
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
の
避
難
行
動
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
支
援
す
る

こ
と
、
企
業
等
と
の
災
害
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
の
避
難
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
防
犯
対
策

　

令
和
４
年
８
月
に
実
施
さ
れ

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
市
外

に
移
り
た
い
理
由
の
上
位
に

「
治
安
に
不
安
が
あ
る
」
と
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
治
安
は
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
不
安
を

感
じ
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

川田市長 所信表明

全
て
の
世
代
が

住
み
た
い
・

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
八
幡
へ

川
田
翔
子
市
長

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、

優
し
い
ま
ち
づ
く
り

■
給
食
費
の
無
償
化

　

国
や
京
都
府
と
連
携
し
、
最

大
限
の
支
援
を
求
め
な
が
ら
、

実
現
に
向
け
て
段
階
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

■
支
援
・
相
談
体
制
の
充
実

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
支

援
・
相
談
体
制
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

ファミリープレイランド

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

コミュニティバスやわた

■
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

　
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
目
線

　

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
有

無
、
性
差
、
年
齢
な
ど
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
ひ
い
て
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
も
い
き
い
き
と
活

躍
で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

行
政
支
援
の
充
実
、
生
活
利
便

性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

■
新
た
な
成
長
、

　

新
た
な
財
源
確
保
の
実
現

　

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
単
な
る
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
や
市
民
負
担
増
を
強

い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

■
18
歳
ま
で
の

　

医
療
費
無
償
化

　

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
生

活
し
続
け
る
た
め
に
、
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

12
月
６
日
に
令
和
５
年
八
幡
市

議
会
第
４
回
定
例
会
が
開
会
さ

れ
、
川
田
市
長
が
所
信
を
表
明
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
３
つ
の
柱
を
基
本

姿
勢
と
位
置
づ
け
、
今
後
４
年
間

で
取
り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

八
幡
小
学
校
１
年
生
の

給
食
風
景

八
幡
市
自
主
防
災
推
進
協
議
会
と

外
国
人
住
民
と
の
合
同
防
災
訓
練

障がい者スポーツ大会
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■
市
民
の

　
意
見
を
聞
く
場
の
創
設

　

常
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
考
え

や
気
持
ち
、
悩
み
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
想
像
力
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
よ
う
に
努
め
「
と
も
に
考

え
、
と
も
に
実
現
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

「
今
、八
幡
だ
か
ら
で
き
る
」

成
長
を
掴
む
ま
ち
づ
く
り

皆
さ
ま
と

一
緒
に
考
え
、

と
も
に
実
現
す
る

ま
ち
づ
く
り

欽明台周辺の航空写真（令和４年９月撮影分）

京阪石清水八幡宮駅前ロータリー

■
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成

　

関
係
団
体
等
と
連
携
を
深

め
、
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成

に
繋
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

■
新
た
な
財
源
の
確
保

　

八
幡
の
玄
関
口
で
あ
る
京
阪

石
清
水
八
幡
宮
駅
前
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
国
宝

石
清
水
八
幡
宮
や
背
割
堤
の

桜
、飛
行
神
社
、松
花
堂
な
ど
、

市
内
の
価
値
の
高
い
資
源
を
活

か
し
た
観
光
振
興
に
よ
り
市
内

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

■
企
業
誘
致
の
推
進
と

　
守
る
べ
き
農
地
の
確
保

　

数
年
後
の
新
名
神
高
速
道
路

の
全
線
開
通
を
機
会
と
捉
ま

え
、
企
業
誘
致
の
推
進
に
取

り
組
む
一
方
、
農
地
の
基
盤

整
備
・
担
い
手
育
成
・
学
校

給
食
に
お
け
る
地
元
産
農
作

物
の
さ
ら
な
る
活
用
な
ど
、

多
面
的
な
農
業
振
興
策
の
検

討
と
併
せ
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
持
っ
た
都
市
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

川田市長 所信表明年末年始の業務案内

年
末
年
始
の
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
に
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。
規
制
時
間
等
は
次

の
と
お
り
で
す
（
混
雑
状
況
に

よ
り
延
長
お
よ
び
規
制
解
除
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

■
石
清
水
八
幡
宮
駅
周
辺
の

　
交
通
規
制

▼
12
月
31
日
（
日
）
午
後
10
時

〜
１
月
１
日
（
月
・
祝
）
午
前

５
時
、
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

▼
１
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時

〜
午
後
６
時

▼
１
月
３
日
（
水
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

■
橋
本
地
区
の
交
通
規
制

▼
12
月
31
日
（
日
）
午
後
10
時

〜
１
月
１
日
（
月
・
祝
）
午
後

６
時

▼
１
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時

〜
午
後
６
時

▼
１
月
３
日
（
水
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

※
橋
本
地
区
は
１
月
６
日（
土
）

〜
８
日（
月
・
祝
）と
13
日（
土
）、

14
日
（
日
）
の
各
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
は
、
石
清
水
八
幡
宮

（
☎
９
８
１
・
３
０
０
１
）
に

よ
る
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
八
幡
警
察
署
交
通
課
（
☎
９

８
１
・
０
１
１
０
）

■
市
役
所
の
窓
口

　

年
末
は
28
日
（
木
）
ま
で
。

年
始
は
１
月
４
日（
木
）か
ら
。

※
死
亡
届
な
ど
戸
籍
の
届
け
出

に
限
り
、
警
備
員
室
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

問
総
務
課
（
☎
９
８
３
・
２
１

１
５
）

■
ご
み
収
集

　

年
始
の
ご
み
の
収
集
日
は
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
大
型
ご
み
（
持
ち
込
み
・
引

き
取
り
）
＝
年
末
は
12
月
28
日

（
木
）
正
午
ま
で
。
年
始
は
１

月
４
日
（
木
）
か
ら
。

※
引
き
取
り
の
予
約
は
環
境
業

務
課
へ
。

▼
資
源
物
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
＝
年
末
は

12
月
28
日
（
木
）
午
前
８
時
ま

で
。
年
始
は
１
月
５
日
（
金
）

か
ら
。

問
環
境
業
務
課
（
☎
９
８
３
・

５
３
４
０
）

■
八
幡
市
休
日
応
急
診
療
所

　

年
末
年
始
の
診
療
日
は
12
月

31
日（
日
）〜
１
月
３
日（
水
）。

受
付
時
間
は
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分
で
、
診
療
時
間

は
正
午
か
ら
。
診
療
科
目
は
内

科
・
小
児
科
。

※
完
全
予
約
制
の
た
め
、
受
診

さ
れ
る
際
は
事
前
に
電
話
で
診

療
予
約
（
☎
９
８
３
・
３
０
０

１
）を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

来
所
さ
れ
る
場
合
は
従
来
の
健

康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
小
児
救
急
医
療

　

京
都
田
辺
中
央
病
院
と
宇
治

徳
洲
会
病
院
は
、
年
末
年
始
も

24
時
間
対
応
。
男
山
病
院
の
小

児
救
急
は
、
12
月
29
日
（
金
）

午
後
６
時
〜
翌
朝
８
時
。
年
末

の
通
常
診
療
は
12
月
30
日（
土
）

午
前
11
時
30
分
ま
で
。
年
始
は

１
月
４
日（
木
）午
前
９
時
〜
。

▼
京
都
田
辺
中
央
病
院
（
京
田

辺
市
田
辺
中
央
６
の
１
の
６
☎

０
７
７
４
・
63
・
１
１
１
１
）

▼
宇
治
徳
洲
会
病
院
（
宇
治
市

槇
島
町
石
橋
１
４
５
☎
０
７
７

４
・
20
・
１
１
１
１
）

▼
男
山
病
院
（
八
幡
市
男
山
泉

19
☎
９
８
３
・
０
０
０
１
）

■
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
12
月
29
日
（
金
）
〜
１
月

３
日
（
水
）
は
、
市
が
提
供
す

る
全
て
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。

問
市
民
課
（
☎
９
８
３
・
２
７

５
９
）

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
わ
た

　

12
月
29
日
（
金
）
〜
１
月
３

日
（
水
）
は
終
日
運
休
。

問
管
理
・
交
通
課
（
☎
９
８
３

・
５
１
４
４
）
、
京
都
京
阪
バ

ス
（
株
）
（
☎
９
７
２
・
０
５

０
１
）

■
上
下
水
道
の
故
障
・
修
理

　

12
月
29
日
（
金
）
〜
１
月
３

日
（
水
）
の
故
障
・
修
理
は
美

濃
山
浄
水
場
（
☎
９
８
１
・
３

２
５
５
）
へ
。
な
お
、
開
閉
栓

業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
都
市
再
生
機
構
の
賃
貸
住
宅

に
お
住
ま
い
の
人
は
（
☎
06
・

６
９
６
９
・
２
１
５
１
）
へ
、

分
譲
住
宅
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

管
理
事
務
所
へ
。

■
し
尿
の
臨
時
収
集
（
有
料
）

　

受
付
件
数
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
城
南
環
境
事
業
協
同
組
合

（
☎
０
７
７
４
・
23
・
５
９
６
３
）

へ
お
早
め
に
ご
連
絡
を
。　

　

し
尿
収
集
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
・
受
け
付
け
は
、
年
末

は
12
月
28
日
（
木
）
午
後
５
時

15
分
ま
で
。
年
始
は
１
月
４
日

（
木
）
午
前
８
時
30
分
以
降
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
城
南
衛
生
管
理
組
合
業
務
課

（
☎
６
３
１
・
５
１
７
１
）

区　分 収集地域 年始開始日

燃やすごみ
月・木曜日 １月４日（木）
火・金曜日 １月５日（金）

プラマーク製品
燃やさないごみ

月曜日 １月８日（月・祝）
火曜日 １月９日（火）
水曜日 １月10日（水）
木曜日 １月４日（木）
金曜日 １月５日（金）

※汚れているプラマーク製品(プラスチック製容器包
装)はリサイクルできないため、燃やすごみに出し
てください。
※ごみの量が多くなるため、年始は収集車両を増やし
ています。普段よりも収集時間が前後することがあ
りますが、必ず午前８時までに出してください。
※１回目にプラマーク製品を回収し、２回目に燃やさ
ないごみを回収します。

■
稼
げ
る
行
政
の
実
現

　

市
有
財
産
の
有
効
活
用
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
促
進
な
ど
に
よ

り
、
新
た
な
財
源
を
生
み
出
す

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
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